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ロ貯蔵に闘する研究穀物の遁気サ4
1ト6 緒 冒大際a農量業研究所tじユ於ては唱和5
年tにニ 3シクリ-トサ4ロzを伝2基作リh、之iじ二米鍛
並にF小lれ、華多t:j，を旨貯蔵Lてその効果tじ二就て研究ιよ既
tに二6 が併畝4〈l駅卵帆馴hわ如)('.)(D
是等のサ 4ロは極めτ簡草な構誼i巳二して高さ10 
尺、内径3尺のコシタリ-"製回筒で、上部よ
め米~や入計τ下部側面去り取り出すものじ
して只格封をなし得れば足る程度の'ものであっ
た。而じて是迄の結果よりサ 4ロ貯蔵の傑件
さして肝要なこさは(1)穀物を旗めよ〈乾燥し
て置〈こさ、 (2)亨轟特t二穀象の成轟は勿論、
卵舗が殻物中に全〈混在しないこさ及びぐ8、サ
4ロの密封肪湯の安全なこさである。然るに賓
際に於ては多墨の豪貨物ぞ蒐買すJる嵩じ乾燥不良
なもの叉誓識の成晶或は卵輔の混入せるものや .
貯蔵するこさがあるaか、る掻合t二は穀物はサ
4ロ中i二τ壷熱し、或は醸蜂腐敗するこさがあ
る。又害畠はサ 4ロの上居或ぬ又宅隙のある部
分に於て般物を日食害するこさがあるoか、るこ
さの起らないようじする震i二は蒐買し?こ鍛物ぞ
ば再乾燥した後、・或lま叡物~嬬蒸して害晶、圭
〈問診した後サ 4ロ}ニ入れるべきである。叉ー
度サ 4ロ内iこ於て聾熱し、或は害晶の費生や男
ft時は般物毛並サ 4ロより取出して乾燥又は嬬蒸
して再びもさの如〈サイロじ入れなければなら
ない。 併し蟻蒸するこさ自慢はサ 4ロに般物や
貯蔵した憧?一向差支~はないが.穀物の上屠
より嬬蒸した揚合どの程度の下屠まで有効であ
るか叉場蕪後瓦草野の排出や如何じずべきかが問
題さなる。之ぞ簡便じして効果あらしめん昂t二
はサ 4ロt二重E物や入れたま、遁風によって穀物
や乾燥し読は嬬蒸瓦斯ぞ通じてサ 4ロ中の害轟
や殺すようじがるこさである且依って嘗研究所
t二於ては支部省科身長研究費の補助や受けて昭和
14年じ新にサイロ 2基を作り、之が内部に設備
-a>施じて米憂ぞ貯戴し、乾燥.域蒸の試験を反
覆行ひ、以τ米穿を'ザ;-fロt二安全且簡易l二貯蔵
すも方法を見出さんさしτョ~l話器べるが如き賞
験的研究を施行した。
、-
2・遁無サイロの構遁及び機能
(1)精遣の概要 サ4ロは四角筒さ闇筒さの
2積じなした。其筒の高き拡犬自民:}J2尺、四角筒
の内法並i二圃筒の内径は各々6尺、脚柱の高3
~4尺さなι、上面より穀物や入れて下底面 .
より取出すようじしすこ口而して霊宝物の流出ぞま
〈する震に下底部~38度3ttま36廃の斜面~持つ
漏斗賦さなしft，，，墜は厚さ約5"¥f，.にしτ全部コ
シクリー H~て作った。四角筒・サ 4 ロ〈以下角
型サ4もさ栴する)兎内部は四隅 A.B. t.及
びDI二雌に上端よか下部t二及ぶ金網筒(横断面
は1J.l固形、其半径は0.55尺〉そ取附け且是等
四隅の上部弓於てサ 4ロの上墜を遁して鍋管を
建媛し、此銭管~排黛ボシプに建結Lてサ 4 ロ
内の本気ぞば随意i二隅め金網筒~溝じl'排出し
得る如〈作otこ。叉サ4ロの下部側面t二封角線
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第1圃角型サイロ
失は温風の方J古iを訴す。縫
既厨にがては C"l:~誌を
遁やれば A，B，Dの方向
に遁やる。横断面に於ては
A管に空鶏i>遜i:'B， Q， D
の方向に遁風てるをF示"te
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横
め位置A及びCに繊皆を遁じてサ 4ロめ外部よ
ぢ寒気を入れ、此空気がJt隅A及びCの金網や
遁じてサ 4ロの下部より上部に達し得るようt二
した〈第1聞〉。
安』二圃筒サ4ロ(鴎下圃型サイロミ鴨する〉
t二於τは中央AI二下底より上部じ貫通する~6
寸句集載に小孔~~響力fこ網献の鍬管がある。而
dτ其筒の内側l二緊密に接着して然も蝶鹿仕掛
巳ょっτ上下し得る圃鴇形の繊栓がある。之以
長さ 1尺じしτ此銭栓を上下して其位置によっ
て此網獄圃筒内の察集の主方流通を任意の位置
t二於τ趣断し得る如〈する錫iニ設けた。叉サ 4
uの内.¥:二沿っτ9個所B.C..・.n二縦貫する
金網め銀管(横断面は1/2圃形、其直径は9サ〉
ぞ般け、各金網筒の上部はサ4ロの上墜を遁し
て排気管t二連結するく第2圃)0
爾サ4ロ共上面t二口 (1尺x1 ，5尺)~設け、
ェ V~ータ戸仕掛じよって難物を入れ、叉其口
おりλがサ4ロ内に辛じτ入るこさが出来見其
閉ま鍬板t二て緊密t二軍4をするようtこした。叉サ
4ロの下底には僅1尺の圃ロそ設。τ出口tEも
貯蔵中は緊密i二閉ぢるこさ対出来'るよう摸置し
た。サイロの傍に排気ボシプ.(. o馬力)ゼ備へ
鍋管にてr遣のサ4ロの排気孔に連結した。又
別4二部め設け置い1:蟻燕室(8.7x8l.Bx7.4.尺司
鴎3立方尺)1こも銀管を連結しτ必要時t二は嬬燕
蜜内t二世りた嬬蒸瓦斯をサ4ロ内に吸入し得る
よう設備したq サ4ロ全腫はバラック建物じて
輩いて直接雨又は目先t二宮らぬようじし封。
要するじ此遁気サ4ロの得建は外より窓集者F
吸入しτサイロ内を普遍的。i二週風した後、サ4
u併t二排気tするのを目的乏しτ、高~J述の如〈凶
， 角筒又は阻筒t二夫々の吸気並に排気の摂置ぞ設
t1rt:o 
(2)サ4ロめ容量並t二世間際 サfロ内の容
量密計算した結果は衣の如〈である。
角型サ4ロ 398.9立方尺 61.7石
圃型サ 4ロ 311.7立方・尺 48.1石
併し賓際tこ量建物~サ 4 ロ t二流し入れる時は位
は緊密l二接着乙て穀物の容量は上記載量よ Oも
多<;にる哉、此掛合粒間隙は約佃%じなるかを
計算しτ置ぐこさは嬬幕の際盗事である 9
此試験t二於ては児童1.43，1立重833gの玄米
~開ぴ7こが、{毘~.l二上下一様に 1 立中 833gの
割合に均一仁入るさタれば玄米の出める容積は
58.f!% (担論む1∞)よ位間際は4~・仰な
る。叉小夢〈比重1.37，]立重781.2g}も同様
な計算によっτ粒間際は42，8%三なる。却玄米
及び小穿の占める容積は大約58-57%1二Lτd
-43%'を粒間隙さ看倣し得る。併し貰際tニ是等
サ4ロに量物を上より落し入れた時は角型サ4
ロに6~.6瓦、国型サ 4 ロには51 1石kつ先。故に
位間際は夫々次の計算の如〈であるD
61.7石:63.6石=58.2%:X% x=60%人性間際4096
4.S.10:501i=57.2%:X% X'I" 69.5%ム魁園隙4.0.6%
従つ巧ー般的i二来穿を此サ4ロの知ミ高さ10
尺tこバラめ賦態t二て積む揚合位間際は約4，.1%さ
見るこさが出来、之より高〈なるじ従つ℃間隈
は露分減少するものさ見るベtぎでiあろう。
(3)遇策提置の機能衣It.前謹の遇策提置の
機能に就τ少.l;.<詳細l二諸べてみよう口角型サ
4ロヒ於ては四隅tこ四半周桂肢の金網を張って
遁気装置さしすこ。今サ 4 ロ年二寒気~暁い入れ，ょ
うさずる時は第111H二於て示した A.C何れか
ーlfのバルプを聞いて排気ポンプ~動かし、遁
筑損置の下部より嬬蒸室の寒気をサ-1II ¥こ吸い
入れる g今Aより吸入した場合tこは B.C及び
Dの上部より*-気密吸出し、叉時そ経てバルプ
を切替へτcの磁気装置の下部より嬬蒸室の空
対ちんれ、 A.B・及びDの上部より窓規を外i二
排出する。此吸入及び排出を A.C交互t二保還
す時は、窓誌は矯蒸室より入って来て戴物の間
際や横断又は斜断しτ通過した後外i二排出され
る(第1圃〉。
叉国型ザ4ロに於ては周囲にB.C...ぃ Jの9
個の字国柱賦の金網が上下i二縦貫し、又中央じ
は多孔.板じて作つが園筒Aが縦貫するD 中央
の筒には遁風の位置をF痩化させる盛i二中t二栓が
あナC上部のハシドルそ廻構しで蝶旋仕掛で詮
を上下し、任意の位置t二置〈ニ15が出来る。此
の中央の困筒A.の下底は鋼管l二占えって犠燕室じ
漣結し、周闘の9筒B.C・T ・.Jは上部より排気
管民連結tる故i二、今排説本，':;'プ4二て.8.C.・-
…Jより寒気を排出tる時は嬬議室の;9!集怯A
の下部より入って筒Aの内じある栓の下の部分
より網目毎週って般輔の位間に入り、般物の粒
間際を斜上向じ渇渇して上部より外t二排出され
る。而して鎌栓の位置や上部に移動するに縫っ
(16) - 16-
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τJ祉より出る本気もサイロの上部ぬ般物中高F遁
遁するであろう。ょっτ此繊栓.:aJ土"flこ反覆じ
τ排策を行へばサイロ中のヤ部より上部ぞ満遍
なぐ遁気し得る(第2闘〉。
(4)ボシシの性能、サイロの試密並t遇策賦
況 ，.""ロiユ蓮結しずる排紙ポンプの性能そ調査
する露に吸入銭管の目t二風速計を連結し、ポン
プ.:æ蓮椋して一分'閉じ è""W位の宰拭脅tJ~必ずる
かや見すこ。その結果入口め風速は秒謹87.7cm 
であった0 ・而して風遁尉の直径は ~cm なる故iこ
計算じよってボレグの性能ほ衣式より・1分間に
0.335<:.3め宰斌を排出するこさを知る。
日 cmx3.1416x釘.7x60(秒!)..O.3部m3
此のサ 4ロの捧遣が堅牢にして且極ゆて緊密
崎、封し得る時は勿論此排気ボシプに号サイ司
内々昆*.1二近いまiでi二誠~ι得るであ乃うが、
此サ4ロはそれt!げじ堅牢でない故tこ鼻窓i二近
いまでに披歴するこさ怯不可能である白若しサ4
4ロぞ排規Lて其生に近い獄態tごなし得れば、
偲りに般物が水分過多に・して費熱、の虞がある揚
合t二は、サ 4ロぞ充分t二排訴し?之被乾線接呆そ
作って之そ供給置換すれば容易に乾慨し得るで
あろうじ、叉審議が費生しk揚合も岡横i二誠E
.Lτ置いて)方より燭蒸瓦斯そ遣って置換すれ
ばその効果が顕著であろう。著者等の直定はそ
の針壷なあったが、後述fすゐ如〈試験の結果構
詣不備にしτ目的を建しf?なかった。郎角型サ
4ロじ於でA3tfまCより遁気しτよ;方3タ所め口
より排気l..dこ揚会の~識の遁路を考察ずるさ、
察知は'A!f.はC甥主網筒-1!直上してサ4ロの上
告~に至って穀物の抵抗Ç)最も少い土居部分:.:æ横
断逼通じて;+に出-;r、漁期の如き結果を得ない
ニさを鵠めた。併し国寺す""1;11二於ける遁気装
置は前者よりも効果的のようであった。
併し単にー方よ.り外気.:a入れ他方・より内部の
寒気を排出'し丈般物内を遁風す~にはこれで克
分三思う怯此京強じ於てはJft偉の設舗で、試験者F
質油L-f:.。
。〉サイロ内穀物の嬬蒸t二閥する計算嬬蒸
'室i二般物の俵を入れて嬬蒸する揚合はその操作
簡.~二 bτ'，.クロールピクリシ使用の時は室内
10し@立方尺に部て1ぶシドの割合の棄を用ひ.
8壷夜蟻燕'すればよいこさは周知の如〈であ
る。 併し此試験司如〈ザ4ロじ穀物をパラの値
に'入れ、之l二蟻蒸瓦斯ぞ他の養生室より導入す
る揚合に就て考へてみよラロ今矯蒸室中じ一定
量の瓦斯を費生き.せた後じボ会ズを蓮縛した掛
合、蟻蒸室中じは外面よ・0新な宅誕玖漸究入』勺
て荊て(嬬蒸室内療気さタト第三怯 2本句細~議
管t二て連結される).そのやの瓦第iは次第じ薄め
ちるo.，こさヘヨた銘じ薄められて行〈矯蒸克斯で
はあるが、之がサ 4司中じ入れば鍛物の性間際
じ行亙ってサ 4ロ中の窓黛仁混歩。瓦斯量もきた
第じ漫〈なるであろ' う o 而して'~~試抗Jに於ては
始めは純魯見のみ排出されるが、後i二は矯蒸瓦
新制昆じた空気が排出されるρ民i二候り長〈‘ポ
ンプそ蓮時参れば嬬蒸瓦斯の担失-i'来1:す。依
って繋量轟何にτホ・シプの通時時間何分が厳も
効果的亘経情的であるカ守決定してC置句が
ある。初論之が馬区はサ 4ロの遇訴が各部十i
t二行lまれ噂ー様t二瓦斯1日通過するニさが前提必
要傑件であるa然らざれば抵抗の少い遁踏のみ
そ瓦斯は遁過じ吃その部分。ゴみ蟻蒸される。
弦にサイロ内の嬬蒸瓦斯の量を10∞立方Jもに
就ーて1ポy ドの割合t二なさんさする場合の瓦斯
費生室l二於けるクロールぜク明ンの量さ'*・ンプ
の蓮時時閉ざの聞係そ明らかにし、同時iこ般も
効果的な時のクロールピタリン量及(}ポンプの
蓮輔.時間を知る錦t二衣の計算ぞ試みたロ
今弦じサ 4ロ及びその附属設備さして瓦斯費
生室さ排気(吸気)ボン:'l.:a典へ?三場合、 100Q
立方尺tニクロールピクリンl-ぷンドの割合i二瓦
斯を充たすt二は幾何量のクロー ル'1:'タリシ-i'用
いてそのポンプぞ聾時問題持すれば忌も効果的
であるか~.，角型サ 4 ロに立栄治充満した場舎
に就て計算する。第3園じ於τ
第 3 凪
V) 瓦翫接生室の容積(m") 
"2 サ，.-1ロ内じてクロールピクリンそ充たす
ペき容積(m3)
V ポンプの吸』炊謹11(m3jm4n) 
-17 - οη 
t !j..・ν，プの漣時時間(mha)
.1' t分t二華社し瓦斯費佳室にλれるdi者クロ
F ルピクリレ0).最少必要量(g)
Y t 分4ド ν プ~蓮噂した時瓦斯聾E駐車より
サ4切にみるクロールピク Vシ量(g)
z t 分ポンプ~蓮縛した後背 4 ロ中t二揖留
するタロ -)lh~ タリシ量.<g)
若Lタロールピクリンは完全l二揮費してうま粒
間際t二侵透揖散し島つ瓦斯の蓮行はサイロ内iユ
ザ織に好はれるものさ偲定する。術瓦斯iま瞬時
i二克分費生f." ~・ ν プの吸*量fごり瓦新費生室
より或浪庇の瓦斯が建組的i二サイロt二入るもの
志し、 V1，V2，γめ闘係や考慮しない。先づr=
喜子さする u撚る時は齢室より吸輩出される
タロールピクリンの量並に壬の時費生室i二残る
Pロールピク。リシの量は衣の加〈であるロ
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故t二今 At..Oさすれば t分自の時hこ於ける賢
母室残留クロールピfリレ量が分る。 〆
lim X (l-l'dt)4t -=Xti.:rt= ::. (但し時9..72). 
At骨 0 ・
故じ t分迄t二蓄を生室より吸ひ出されるクロー
ルピクリシ量肱
y=x{l-e骨片〉であl.a
縄って t分の時・t二於て輩盈時閉じ吸ひ出される
タロールピクyL量は』ユ式そ徴分すればよい。
』 を岡田時 13なるo I 
，歓l二t分自の臨時otI二於τサ4ロ恥入るクロ
ールピクりレ量以〈但し oくtl<:tさすれば)
è~，.Jtt~t となる
きたt二此吸込まれたクロールピタリンの内幾何
量がt分自にサ-i'" I二残留安るかa.求めんさす
ゐtニ悼、上記の却し費生室にタロ H ルピクリ
ンxが t分目i二薄留する孟は告であったが、
<:18) 
之さ全〈同事t二参~"C行Uば
?と21zxmーも.tI(・てゆdt(包L・=-:.) 
.c8Q ちーコ
之はサイ pに吸ひ込まれたクロールぜタリンの
4分の瞬間t司をけを残量なる故o分より t分自
t二到る志の全植に於てサ 4ロに吸ひ込まれるク
ロールピタリシ残量の綿量そ求めるには tl '~獲
載さ ~τ積分すればよい故その綿量 Ztま
ムe-EtjvI日 dtl
=-'Xre -sto ( ~匂-0 )t re t. -=---宇一_r
• "・.r /.0 
一副o( _ t(l:←r) . ¥， ，._ 
i= Xre . I"':'_一一一ー ‘ 1 
"(I-r B-r j 
EiPF(JM-.ー?う
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情 Vdまサ fロ内t二米.a充t:.lAこ故t二位間際
iζタロ F ルピクリシ令克?こせばよい。その時世
間際はサイロの容積の40%である故、サイロの
幸容替はU.l，!p守求であち故粒間際は4，4立方
米である。依って V2=4.4.立方米tきして計算す
ればまい対貰際l二於7てはタロールピクずン瓦斯
は穀位の表面、サ 4ロ内壁面其他t二吸着せられ
る故i二、 クロールピ失リン所要量はサ 4ロ全容
積や充たすものさじて V2=11.1立方米25すぱ
戸であろう。依って今
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上の結果じよって知られる如〈奥へられた角
型サ""，ロじ於て輿へられた瓦斯費生室及びポン
プ-¥>用いτサ4ロ巳100υ立方・凡t二就て1ポンド
の割合じクロー ルヒ・ク・9シ瓦斯を充すじはその
ポンプ~38分間蓮縛し、ク ，ロールピクリン~['91
g用いればよい。若し之より時聞や短ぐする震
にはそれ?まけクロールピクリ νぞ多〈用いるのご
きである。叉之よりも長ぐ蓮縛する時ほー度予
4ロに入った左腕外に排出する結果になる故
に時間の畏い程クローがピクザンや多〈要して
不鰹糖であるこさが解るD
前遣の計算は本試験lこ供したサ 4ロに就いて
であるが、前記の式は凡てー般のサ 4ロにま車用
されるものじして奥へられたV，・ V1爪 r，S及
び Zl二航て先づ (3)式を用いて蓮斡時閉そ出
L、ヨたにむ1)式ぞ問ひてクロールピクリン量を
算出すればよい。併しながら足立初に掲けに種キ
の制約保件が慣定される故貰際此結果がその憧
遁用されるさは言~ないが、大植の見官を計算
上より附り得るさ思う o1 
3.サイロ貯臓lご於ける害虫繁殖獣泊
貯蔵1年後の昭和16牟に立来入りの角型サ4ロ
中に般ゑが接待. 第 1表
Lたので、その 角型サ4ロ貯戒に於tける位
繁殖賦況を調査 置さ虫害さの閥係(玄米〉
， 
した司その結果
[ま第1表の加〈
であるq これに
よれば、椴象l玄
米般の上唐郁iこ
多〈繁殖しsI二
その被害ズヒし
サイロ肉の位E冒l(T2震よ)被害防令
一 CII¥一一ー l 略
o I 34.4 
10 I 6.6 
35 
60 
0.11 
0 
3∞. 。て、下部t二至る
に縫って被害者!:> *サ4・ロ漏司・狭部の録
減じ、米の上表 上将。
而より邸調以下じは殆んe'被害がないー又圃型
サ4ロに於ては貯蔵5年後の暗和20年に小事の
品質や調査するに先盛ってザ4ロ内の位置さ虫
害さの聞係争調査しJ記官その綿菓l玄界2表の如
〈であるq 第2表によれば被害はサ与ロの上部
第 2表 に持て最大=漸
園型サ4ロ貯蔵に於ける位 究下i二至るt二位
置さ虫害さの聞係(小穿〉 って披少して中
位最も少し夏ザイ日丙の位趨l
(小多の~lrl 彼客脚合
よ句の凱殿/.1
一一一一一{川 1 循
o I 81.1 
に下部に特けば
僅か噌J加の傾向
が認めちれたb
之はサ4ロ内の ， 
遇策設備が前者
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7;0 さ異る民さす部
* .，.イ白濁斗状郊の愚上部。 の出し口或は通
気まき入パ4プのパルプが不完査な露害虫が僅か
じ繁殖~て加害したものさ思ふq
以上の2例によっτサ4ロ貯蔵に於ては害虫
は主乏して般物の上府部に繁殖加害し、中居部
以下は割合I:'Yいようで2泊。
4.煉蒸試験本試験i二於τは遁鶏捜置によ
る嬬蒸がその目的であるが、先づ始めに遇策に
よらす事米の上居より直接嬬蒸しτ毛の効果そ検
し、.題集装置利用の場合ミ比較してみよ ~o
(1)載物の上居ょ・り直接の煉蒸前遁の如〈
昭和16年11月に魚型サ4ロの玄米中に鍛象が量
生したので珍め金網製の函に蝦象及び少童文のノ
コギリヨクヌス，，~入れたもの径米の土表面，
-19- a~ 
¥ 
表面よめ !Pcm及び20cmの gク所に入h置いτ
嬬蒸しすまq 乏のクローJレピJリン量はサ4ロ内
め米可主面の間隙及び四隅の通風摸置が!毘りじ
革新にT充満され更に米の上国より5.0cnttざけ
来の~l:瓦新tJ:昼入するものさ仮定し、その容
積に針し l0001l方尺に 450gの割合に瓦斯が存
事7する様計算し且つそれぞ2傍じたもの自P1~2gl 
(70co) t.e用ひたョしかしτ嘗曜の気温が低温
にdたした'のて酒場冶以τ媛めて完全に蒸蛮せし
めt-oその結果は第3衰の如〈であるq これに
第 3表
サ4ロの土部より汐ロールピ'(l!I 
シを直接詑加した揚合の嬬燕効果
!I: 歩 合
(察討、患議の位置商)I 穀死・
!R ノヨギ 9:a ? ヌ A ト
cm 
・]0信U 1以E6J 。
10 97 10() 
20 R8 58 
ょっで直接米め上表面より矯蒸してな相嘗の効
果が認められるd 併しながら嬬蒸後の瓦斯の排
出或はサ4ロの下唐諸民害虫の議生した揚合に
は本賓験tこ於て使用されるが如き遁鋪装置が必
要ミなるq : ' 
(2)遁気装置による嬬蒸 サ4ロ内に穀象其
他の害帥濃生じた揚合此通気撰置によめクロ
ールピタリシにて巌除する時果しτ供試サ4ロ
が効果ありや否や巻試識したョ
第1回試験昭和17年7角11日より15日迄行
17tこョ嬬蒸室 (14.6mB)内にクロールぜクリシ
恥Og(計算量の5割増)ぞ炭火にて燥ゆて1時
間費生せしめ大後ボシプぞ運縛して始あ角型サ
4ロ丈11.1m3)に25分間導入し、きたに残余の瓦
第 4表
サ4ロl弓の位置さ通気装置は
J;る蟻蒸効果さの閥係
。ロー島ぜ?， :1 9∞g~捌〉
~~ jj事f~位置| 一 二J(明鈷蓄積)1死虫守合
制〉 i 30 1 婦
問息吹イロ 1¥ D I 18 
〈小多) / 30 / 叙)'
品川に取付けた画の中 | ]9 
期-i:'圃型サ4ロ (8，7lh2) 1:i30分間導人じて何
れも 4臼間嬬蒸L大q 嬬諜に先立?で強め載象
の成虫事)0mi宛ぞ九ねた金網函や米及tx/j、~め
上表面さ 31同m の深さの位置に置き、倫参考の
￡め排気ホ;~プに取竹けた函にも入れ笹いτ穀
象め死漉歩合ぞ調査じたdその結果は第4表の
姻〈である3 此結果は殺虫の効果主fさ十分'でな
い。
第2回試験昭和17年8月29よめ 9月2日の
間行ウ大q 今回はクロールピクりシ量~前回の
3倍の2700g(計算;量の4俗学〉令用ひ、炭火に
て燥蒸室に1賎間藤生させた後始め角型サ4・
じ28分間、ヲ|韻いて国型サ 4ロに32分間事入し
t:.oその死虫歩合は前回さ同様穀義入bの金網
函ぞ来及び小穿の種々の位遣に置いて調べ1:1J
第5表の如き結呆であるq 第5表やみ忘ヰ排気
第 5表
サ4ロ内の位置言通気装置に
よる嬬燕効果さの陶磁
tpロー ルピタリユ<27∞'gi'使用〉
一 | 般itの位置 i !<毅物のJ:表面 1死虫歩令|ょhの距隙 )i 
角型サイロ
く玄米〉
寸同盟ザイロ |
〈小奏) I 
CU¥ I 勉
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25 
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100 
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排気バイ ~I説付けた函のゆ， 1 98 
パ4プi二取付廿?之国の中では殆んど苑慎じたに
も知ら今爾サ4ロのh上唐部l乙於τは全〈嬬蒸の
効果がなかったo，その原因令探究する巴その部
分がサ4ロの構這上瓦斯の流遁しないこさに因
るようであるコょっτ此精分は別じクロールザ 、
クリンぞ上表面より加へれほtいので、 .9月2
日より7日まで約5Qgのクロールピクリシ令直
接遺物の能面より加へて完全l二死蹴させたq か
〈の如〈堆積せる穀物の上面も除けば遁気装置
による害虫瞬除の効果は十分にある。
第3回試験問17年9月7白より11日迄クロ
ールピクリ ν1.8崎氏計算量の3傍〉ぞ炭火に媛
め費生後1 時間~経て角型サ 4 ロに%分間、圃
型サ4ロl二宮8分間導入した結県は第6表の知〈
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一量
、
• 
• 
、
第 6表
サ"o内の位置さ通気棋置じ
よる嬬蒸効果さの関係
くタロ一応ぜ !I1 :JI18COg使沼〉
I(刊贈誌の闘露国)1死虫歩
4 省 |1i1Z
〈玄米〉 ・ 40 I 9宮
。 6R 
向型ザ 4 冒
25 . 87 。 100 
〈小審} 100 1句
排気ポンプに寝付けた函の中 4 
であるョ此試験は前回に引後いて行は同三爵か
甑除の成績良好であった?併し矢張設物の上清
都は下居部より効果が少い。
目上4回の試験事り瓦斯費生室』二橡め種厚な
瓦斯密接生せしめ置き、匂t1ロ内の準策の排除
そ行ひっ、濃厚瓦斯~導入し、成るぺ〈伊lへば
4日間位密封して瓦斯の粒間際違透を計るべき
であり、叉若し穀物の上贋部じ於て瓦斯の流通
が徹底しない鵡殺虫効果弘のない時D:}IH二居ω上
面より直接ク~-J'-ピクリシや注加すれば完全
なる臨除が可能で・ある司
5.遁集装置による穀物の藍燥試験 吠
め如き簡草な客演乾燥棒ぞ作り比較的乾燥しすこ
~気をまきる計童話したq 曲直傑 9cm のW字形ト
タ P腎~作句、之t二鞭i~石灰約10kgぞ充填し、
サイロ中に窓気を主主るべき~，'-1プt二連結して之
-a>遁して乾燥本講をサ 4ロ中じまきった。
角型サ4ロ(玄米〉の揚合昭和li年9月22日
より同年10月23日迄の聞に 16固に分けて 13御寺
間遇風じた、その聞に導入した乾燥安気の漁凌
は平均i7列二して、サ 4ロφ米粒間，を逼迫し
τ出て来すこ望号気の掃変iま卒均94‘89訟であった故
に米より水命令取去った事は明らかである3 し
かして通風ぷ!の米の水分含量は14.3%であった
が遁rnl後i二は13%1二Lて1.3%低下せしめ得化。 -
国型サ4ロ〈小JN.)の揚合昭和17年10月28
日より 11月 9 日迄の閉じ合計5~時間~，:;..プにて
乾燥窓気ぞ通したっその間導入容気の掃度は卒
均官%にして誹出さねた空気は60%であったq
而して通風前水分13.4%のものが13)ぜになっ1:
のみである q 叉昭和1砕 ~~f)25日より同30日迄
4 日間乾燥完全気令違って水分の鑓r~ぞみたb 此
時の仇気め撚度は卒均698%、鞭化石灰ぞ遁過
Tこ乾燥準策の漁度は平均45%じしてサイ.ロより
排出されずニ率第の描度は汗均邸%であレコナこが1、
奈の水分には襲警1tがなカ''?t:.o'1、要は玄米tこ血
じて遁.1こよる乾燥は困難のようである。之は
小穿が既t二よ〈乾燥されてゐる混~ !j、~の表皮
が玄米のそれさ異り端燥し難い組織になってゐ
る嬬ではないかさ考へられる4
以上不完全な試験ではあるが、穀物の種類に
よって差はあるが通気サ 4ロじて穀物を乾燥し
得るこさや知つ?とっ併し、貰際問題さLて乾燥
培気を多量t二且つ安慣に製請する装置さ同時に
粒間際を一様に遁風するこさ島考究ずぺ'きであ
るョ曾て乾悔繭倉庫及び米;受倉庫内の在庫品乾
婦の鵡理化製研究所製作の乾燥窓気製造壕置争
設備t"tこが進i二普及使用をみなかったのはその
前例である心そね故に特じ乾燥本気を件ら?に
サ4ロの内外の虫気を比鞭ιて外気がより低温
且つより乾燥せる時じ直接外気令十分に長〈遁
守るのが貨際上得策であろうョ
6.摘要
.くり著者等は多年穀物のサ 4ロ貯蔵に隠する
研究ぞ行って来たが、昭和14年に新に四角筒型
及圏筒型のコンクリートサ 4ロ2基令作今、之
に遁風並に蟻蒸の設備を施~て米要-i-貯蔵し、
穀物の乾燥不良なる損合t二外部よりの遁風にぶ
って設物令乾燥し、叉事虫が費生した時l二嬬蒸
瓦斯~通じて害虫を駆除するとさを企劃した。
(2)嬬蒸のjitサ4ロの傍に瓦斯5量生室Jlo設け
てその瓦斯--a>サイロi乙吸入ずる揚合、.100{}立方
尺にすロールピクリシを1ポンドの割合tこサイ
ロに瓦斯ぞ充たす属のタロールどクリシ量さ~
ンフ・蓮動時閉ざの聞係や計算した。
(3)設備不充分であったが‘嬬蒸瓦新在意っ
て害虫ぞ殺し、叉乾'1桑窓集会建つτ米aFA診或程
度乾燥するこさ現出来t:.ρ故t二完全なる遁気製
を施ぜば夏じ効果があるであろう。
4)此通規サ 4ロの試験は敢て成坊ではなか
ったが、サ 4ロ内の載物乾燥及び害虫踊除に醐
する貰際問題の参尋資料や提供し得るであろ
ヲ。
-lil ~ (Iln' 
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本邦河川の化事的研究
間山鳥取騒下の水質に就て
Fト
本邦洞川のft接的研究の一部さして行つ允岡
1鳥取爾蘇7下の水質調査の結果巳ついて成績の
撫贋を報告する。
調査舗所は第1聞に示す週り岡山廊下では吉
井川旭川雨水系に各2簡所、高架川水系tエ4
箇所の計 8 箇所~選定じ‘ J鳥取蘇下では千代川
3R市中川雨水系に各2箇所、日野川水系に1個所
の外、岩美鱗山の影響ぞ受ける小田川、及び:x.
ILφ安時l岩より流下する阿嫡陀川、湖山池及び
東郷池の計9儲所を選ん克也各損所からの耕水
惜最寄の地方事務所・耕地出張所等の置助ぞ得
て、昭和ZllF8月より揃1年閉じ瓦ワτ水質ーの
化撃的調査や櫨喧した4
第1表は 6-12回の分析の卒均植を示したも
第 1 園 、
8 ~ 
?
?
??
P "'1'~ 
林 純
のであっτ、最下段には我閣の代表的ながi氷の
ーさしで信濃川の水質ぞ比較参考のために掲け
た0 ・
石灰 (CI¥O)、最高は海水ゆ混入する東郷地
(1R)で50.4ppm、衣位は鏑山の影響t二固め
0&804ぞ熔存する小田川(めの 27.:Jppmであ
る司高架川水系の各戸iJ)1(5南町じ石灰が多い
のは流域に庚大な石灰岩地帯を有する矯?あっ
て、同水系中石灰含量の最も高いのは成羽川の
支流帝樽川である司之に封じ花嵐岩ぞ主水源てま
する旭川!・吉井川上流書官・八東)11・千代川・竹
田}I・日野HI等;は石灰含量が少い。
書土(MgO)、凡てのがf川に於てOaO>MgOで
あるにも拘ら令、束郷池(13)及び湖山池(12)iこ
於ては逝じなつでゐる司之は海水の影響そ受け
てゐるからであるoMgO含量の最大は束縛池の
163.0ppm }1J"e'は小田JlIσ)の4.3ppmが最も高
い司儲O含量の多い高葉川水系の諸ilJ)I 1(5-8) 
は対gO含量も多く、花掬岩を水源ざする吉井
川旭川の主流部、竹田川等は忌も低いa
曹遺〈鴻き0)，最高は東郷池の1，~6.8ppm 11で
は小田JII(りの 22.<や'pmであり、最低は吉井川
(1)の 6.5ppmであるρ 雨鱗下の河水中の Na"O
含量そ比較すれば鳥取蘇功方が向山鯨よりも高
い傾向がある9 この原因さしては地質温泉的影
響等も考べられる.が、北西より吹きつける季節
風じ上って日本海の腫分が陸地lこ撞ばれる影響
も考へねばなるまい。
方01l.(lC20)、海水の混入する東耕地の 25.93
ppm，糊山地の 7.66ppm令別ミして正常なib1川
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